
粉体技術幅広い分野で活躍の場を広げる
「
粉
体
工
業
展
大
阪
」
期
待
を

メ
ッ
セ
ー
ジ

大
川
原
武
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会
会
長

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
弔
意

を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
度
は
当
協
会
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
「
国
際
粉
体
工
業

展
東
京
２
０
１
０
」
を
念
願
の
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

月
開
催
と
い
う
初
の

試
み
の
中
で
盛
況
裏
に
終
了
で
き

ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
法
人
会
員
が

社
増
え
、
２
７
０
社
・
団
体
に
な

っ
た
こ
と
は
、
協
会
活
性
化
の
表

れ
で
あ
り
、
会
員
各
位
の
ご
支
援

・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
４
月
１
日
に
は
一

般
社
団
法
人
へ
と
移
行
し
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
度
は

月

日
か

ら
「
粉
体
工
業
展
大
阪
２
０
１

１
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
震
災

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
併

催
行
事
や
各
種
企
画
に
工
夫
を
凝

ら
し
、
来
場
者
の
方
々
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
会
期
中
の

日
に
は

「
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
産
学
官
連
携
フ
ェ

ア
２
０
１
１
」
を
併
催
し
て
、
産

業
技
術
交
流
推
進
部
門
の
活
用
促

進
を
広
く
呼
び
か
け
ま
す
。
粉
体

工
学
会
と
の
連
携
も
よ
り
密
に

し
、
双
方
に
有
益
な
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
経
済
環
境
は
不
透
明
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
が
、
当
協
会
が
主
催
す

る
各
種
行
事
の
参
加
者
数
か
ら
見

て
、
粉
体
技
術
は
あ
ら
ゆ
る
産
業

の
基
盤
技
術
と
実
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
当
協
会
も
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
取
り
組
む
べ
き
事
案
は

多
く
、
引
き
続
き

切
磋
琢
磨
す

せ
っ
さ
た
く
ま

る
仲
良
し
技
術
集
団

を
目
指
し

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
数
多
く
の
単
位
操
作
で
構
成
さ
れ
る
粉
体
技
術

は
、
日
常
生
活
か
ら
先
端
産
業
分
野
に
至
る
ま
で
幅

広
い
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
主
に
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

直
接
目
に
触
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
い
か
に
う
ま

く
使
う
か
が
最
終
製
品
の
品
質
を
左
右
す
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
粒
子

の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
化

ナ
ノ
は

億
分
の
１

へ
の

対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
地
球
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
分
野
ま
で
活
躍
の
場
を
拡
大
し
て
き
て
お

り
、
産
業
の
発
展
を
支
え
る
存
在
と
し
て
今
後
そ
の

動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会
１
０
｜
１
１
年
度
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
０
１
０
活
動

日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会
の
組
織
図

ナ
ノ
粒
子
巧
み
に
操
る

２
０
１
１
計
画

　　 ２０１１年 平成２３年 ６月２２日 水曜日 【広告特集】 （ ）

□
　■
　□

　
小
麦
粉
や
そ
ば
粉
、
さ
ら

に
医
薬
品
な
ど
、
日
常
生
活

で
粉
を
目
に
す
る
機
会
は

多
い
。
こ
う
し
た
粉
を
作

る
た
め
に
古
く
か
ら
活
用
さ

れ
て
い
る
粉
体
技
術
。
粉
砕

や
分
級
・
ふ
る
い
分
け
、
計

量
・
供
給
・
輸
送
、
計
測
・

制
御
、
粒
子
加
工
な
ど
数
多

く
の
操
作
を
単
独
で
、
あ
る

い
は
複
合
化
す
る
こ
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
粉
体
製
品
を
生
み

出
し
て
い
る
。

　
粉
体
技
術
を
取
り
巻
く
最

近
の
動
き
と
し
て
、
ま
ず
挙

げ
ら
れ
る
の
が
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル
粒
子
へ
の
対
応
で
あ
ろ

う
。
粒
子
の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル

化
に
よ
っ
て
新
た
な
物
性
や

特
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
実
用

化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
粒
子
が
微
細
に
な
る

に
つ
れ
、
凝
集
や
架
橋
現
象

な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

現
象
を
回
避
す
る
た
め
の
研

究
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

微
細
な
粒
子
を
知
ら
な
い
う

ち
に
体
内
に
取
り
込
む
可
能

性
も
否
定
で
き
ず
、
こ
の
影

響
を
極
力
抑
え
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り
も
急
が

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
粉
体
技
術
の
活

用
範
囲
の
拡
大
も
進
ん
で
い

る
。
と
く
に
環
境
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
分
野
で
の
浸
透
が

め
ざ
ま
し
く
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー

Ｈ
Ｖ

や
電
気
自

動
車

Ｅ
Ｖ

で
脚
光
を
浴

び
る
電
池
製
造
関
連
分
野
で

は
粉
体
技
術
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。

□
　■
　□

　
こ
う
し
た
中
、
独
自
形
状

の
羽
根
を
採
用
し
、
槽
内
で

粉
体
を
撹
拌
す
る
こ
と
で
粒

子
の
球
状
化
や
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
合
金
化
を
実
現
す
る
粉

体
加
工
装
置
が
登
場
し
て
い

る
。
電
池
の
負
極
材
に
な
る

カ
ー
ボ
ン
材
料
粒
子
を
球
状

に
す
る
ほ
か
、
ト
ナ
ー
向
け

顔
料
に
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
万
分

の
１

厚
の
膜
の
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
活
用
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。

　
粉
体
特
性
評
価
装
置
で

は
、
駆
動
部
の
改
良
で
各
作

業
を
自
動
化
し
、
測
定
精
度

や
再
現
性
の
向
上
に
加
え
、

測
定
時
間
の
短
縮
を
実
現
し

た
装
置
も
注
目
さ
れ
る
。
電

池
や
化
学
品
、
医
薬
な
ど
の

粉
体
材
料
の
高
機
能
化
の
た

め
の
研
究
分
野
や
、
プ
ロ
セ

ス
の
改
良
、
安
定
性
確
保
の

た
め
の
製
造
分
野
で
活
用
が

見
込
ま
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
原
料
を

循
環
さ
せ
な
が
ら
ナ
ノ
領
域

の
粒
子
に
粉
砕
し
、
内
部
冷

却
機
構
の
採
用
に
よ
っ
て
熱

に
弱
い
原
料
に
も
対
応
可
能

な
湿
式
粉
砕
機
な
ど
、
技
術

・
製
品
開
発
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
粉
体
技
術

は
産
業
の
進
展
を
支
え
る
キ

ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
特
に
、

ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
化
を
は
じ
め

と
し
た
粉
の
高
付
加
価
値
化

に
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
今
後
の
展
開
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
粉
体

工
業
技
術
協
会

京
都
市
、

大
川
原
武
会
長

は
５
月

日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
第

回
定
時
総
会
を
開
い

た
。
総
会
で
は
平
成

年
度

の
事
業
・
決
算
報
告
に
加

え
、
平
成

年
度
の
事
業
計

画
な
ら
び
に
予
算
案
が
承
認

さ
れ
た
。
大
川
原
会
長
が
就

任
し
２
年
目
を
迎
え
た
同
協

会
の
主
な
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
す
る
。

　
昨
年
の
わ
が
国
経
済
は
ゆ

る
や
か
な
景
気
回
復
基
調
が

続
い
て
い
た
も
の
の
、
年
末

に
か
け
て
の
急
激
な
円
高
や

デ
フ
レ
の
進
行
、
海
外
経
済

の
減
速
な
ど
か
ら
停
滞
感
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
ま
た
、
３
月

日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
は
東
北

地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
一
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
が
待
た
れ

る
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
日

本
粉
体
工
業
技
術
協
会
は
展

示
会
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
た
。

【
国
際
粉
体
工
業
展
東
京
２

０
１
０
】

　

月
１
日
か
ら
３
日
間
、

念
願
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
。
経
済
環
境

や

月
開
催
な
ど
が
懸
念
さ

れ
た
も
の
の
２
６
５
社
・
団

体
、
９
４
１
小
間
の
規
模
と

な
り
、
来
場
者
数
も
約
１
万

５
０
０
０
人
に
達
す
る
な

ど
、
盛
況
裏
に
終
了
し
た
。

【
新
法
人
へ
の
移
行
】

　
新
し
い
法
人
制
度
に
対
応

す
る
た
め
、
一
昨
年
か
ら
検

討
・
準
備
が
進
み
つ
つ
あ
っ

た
が
、

月

日
に
一
般
社

団
法
人
へ
の
移
行
認
可
を
申

請
。

　
従
来
の
公
益
目
的
事
業
を

五
つ
の
「
継
続
事
業
」
と

し
、
か
つ
二
つ
の
「
収
益
事

業
」
と
一
つ
の
「
共
益
事

業
」
に
区
分
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
３
月

日
に

認
可
さ
れ
、
３
月

日
で
特

例
民
法
法
人
で
あ
る
社
団
法

人
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会

は
解
散
し
、
保
有
す
る
財
産

は
新
し
い
一
般
社
団
法
人
日

本
粉
体
工
業
技
術
協
会
へ
移

行
。
公
益
目
的
支
出
計
画
を

作
成
し
て
、
「
継
続
事
業
」

に
費
消
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

【
ナ
ノ
粒
子
の
安
全
性
向
上

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作

成
】

　
厚
生
労
働
省
の
通
達
「
ナ

ノ
マ
テ
リ
ア
ル
に
対
す
る
ば

く
露
防
止
な
ど
の
た
め
の
予

防
的
対
応
に
つ
い
て
」
を
受

け
て
特
別
委
員
会
を
組
織

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
国
際
粉

体
工
業
展
東
京
２
０
１
０
で

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
考
え
方

や
、
ば
く
露
防
止
対
策
事
例

な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
考
え
方

の
一
部
を
報
告
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
検
討
す
べ
き
課

題
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
活
動
を
１
年
間
延
長
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
経
済
危
機
を
克
服
し
つ
つ

あ
っ
た
日
本
経
済
は
、
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
と
そ
れ
に
付
随
し
た
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
り
状
況
は
一
変
し

た
。
国
難
と
も
い
う
べ
き
大

災
害
か
ら
一
日
も
早
い
復
旧

・
復
興
に
つ
な
げ
る
に
は
官

民
一
体
の
協
力
体
制
が
不
可

欠
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
同
協
会
は

一
般
社
団
法
人
に
移
行
。
調

査
・
研
究
、
広
報
・
普
及
、

人
材
育
成
・
教
育
、
規
格
・

標
準
化
、
海
外
交
流
の
各
事

業
を
継
続
す
る
一
方
、
粉
体

工
業
技
術
が
あ
ら
ゆ
る
産
業

の
基
盤
技
術
で
あ
り
、
先
端

技
術
へ
の
入
り
口
を
占
め
る

こ
と
を
認
識
し
て
、
魅
力
あ

る
協
会
事
業
の
展
開
と
諸
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
。
今
年
度
の
主
な
事

業
計
画
は
以
下
の
通
り
。

【
粉
体
工
業
展
大
阪
２
０
１

１
】

　

月

日
か
ら
３
日
間
、

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

大
阪

市
住
之
江
区

で
開
催
。
９

回
目
と
な
る
今
回
は
「
粉
づ

く
り
・
も
の
づ
く
り
・
夢
づ

く
り
―
粉
の
技
術
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
１
８
０
社
・
５
８

０
小
間
の
規
模
で
準
備
を
進

め
て
い
る
。
特
別
展
示
ゾ
ー

ン
と
し
て

ナ
ノ
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ゾ
ー

ン

を
設
け
る
ほ
か
、
最
新

情
報
セ
ミ
ナ
ー
や
技
術
相

談
コ
ー
ナ
ー

、
製
品
技
術

説
明
会
な
ど
も
予
定
さ
れ
、

成
果
が
注
目
さ
れ
る
。

【
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
産
学
官
連
携

フ
ェ
ア
２
０
１
１
】

　
粉
体
工
業
展
大
阪
２
０
１

１
に
合
わ
せ
、
粉
の
技
術

に
絞
り
、
学
の
持
つ
シ
ー
ズ

を
産
に
広
め
る
こ
と
を
狙
い

と
し
た
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の

「
出
会
い
の
場
」
を
設
け

る
。
産
学
官
の
よ
り
強
い
連

携
が
図
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
同
協
会
が
橋
渡

し
役
を
担
う
。

【
協
会
設
立

周
年
記
念
事

業
】

　
今
年
度
、
協
会
設
立

年

を
迎
え
る
。
記
念
行
事
つ
い

て
は
総
務
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
計
画
を
進
め
て
お

り
、

月
に
開
催
の
秋
期
定

例
会
合
に
合
わ
せ
て
実
施
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
委
員
会
活
動
】

　
今
年
度
は

の
常
置
委
員

会
と
１
特
別
委
員
会
に
加

え
、
委
員
会
お
よ
び
分
科
会

に
共
通
す
る
技
術
的
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
「
技
術
委

員
会
」
を
新
設
す
る
。
臨
時

委
員
会
は
４
委
員
会

Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｉ
Ｅ
産
学
官
連
携
フ
ェ
ア

２
０
１
１
実
行
委
員
会
、
平

成

年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成

委
員
会

、
同

、
同

を
立
ち
上
げ
る
。

【
分
科
会
活
動
】

　
昨
年
度
は
分
科
会
活
動
の

継
続
・
分
割
・
廃
止
・
新
設

な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

っ
た
。
今
後
も
活
動
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
５
年
ご
と

の
見
直
し
を
行
う
考
え
。
目

的
指
向
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型

分
科
会
が
実
施
し
て
い

た
「
電
子
写
真
技
術
分
科

会
」
は
終
了
し
、
新
た
に

「
静
電
気
利
用
技
術
分
科

会
」
と
し
て
活
動
す
る
。

【
粉
体
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
】

　
人
材
育
成
・
教
育
事
業
を

推
進
す
る
教
育
部
門
は
、
例

年
通
り
、
粉
体
入
門
セ
ミ
ナ

ー
や
専
門
講
座
、
経
営
講

座
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

を
計
画
す
る
。
３
年
目
を
迎

え
る
「
粉
体
エ
ン
ジ
ニ
ア
早

期
養
成
講
座
」
は

科
目
に

増
や
し
定
着
化
を
図
る
。

【
そ
の
ほ
か
】

　
技
術
情
報
交
流
懇
話
会

火
曜
会
、
水
曜
会
、
木
曜

会
、
金
曜
会

は
昨
年
度
と

同
様
に
計

回
の
会
合
を
予

定
。
技
術
情
報
の
交
流
と
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と

し
ん
ぼ
く

が
目
的
で
あ
る
が
、
入
会
予

定
社
へ
の
入
会
勧
誘
の
一
環

と
し
て
も
活
用
を
図
り
、
会

員
増
強
の
一
助
と
し
た
い
考

え
。
ま
た
、
推
薦
審
査
委
員

会
や
人
材
育
成
委
員
会
が
会

員
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し

て
い
く
。


